BCP研修報告書
■ 研修名称
業務継続計画（BCP）に関する職員研修
■ 実施日
令和7年12月14日（日曜日）と令和7年12月28日
■ 実施場所
柏教育トレーニングセンター
■ 参加者（職員名または人数）
6人　
田端佑介

Ｔ勝代

Ｉ満実子

Ｔ純子

Ｏ昭子

Ｎ征大

■ 実施内容（概要）
- BCPの目的と必要性についての説明
- 当事業所のBCP（地震・感染症）の構成と対応手順(当所は水害は除外する)
- 緊急時の連絡体制、避難経路の確認
- 感染症対策に関する初動対応と情報共有
- 職員間の役割分担と実践的な行動例の紹介
■ 使用資料
- BCP文書
■ 参加職員の感想（抜粋）
・「この前柏市のなとがや付近で火事があったとき当所からも煙がみえました。都内からも確認できるほどでした。当所のスタッフが昼休み中にたまたま車で近くにいたので煙を直接確認してましたが近隣だった場合は逃げないと窒息の危険性があり避難の重要性といざというときの意識をしっかりしておかないと対応が追い付かないなと改めて感じました」
・「冬になってくると火災も増えますしこの前家事もありました。またこのマンションは最近不特定多数の人が以前にもまして入ってくるようになっておりいざというときに安全面では災害以外にも不安があるのは事実かなと感じてます。そういったなかで災害時に身を守り資産を守るなどの行動を意識することはとても大事だと感じた」
・「災害時などの事業所の営業方針などはとても難しく不審者対応に関してなども含めるとここはまだ小さいけれど大きい事業所だとますます大変だなと感じました。この前の家事のような場合に利用者がパニックを起こしやすいと思われるのでそういったことを想定してどうするかを意識しておいた方がいいなと思った」
■ 今後の課題・改善点
[bookmark: _GoBack]-この前の火災のような規模だとやはり避難も必要でありどうしたらいいかを振り返ることができた
- 規模が小さい当所では利用者のパニックなどを想定して素早い避難などを検討する必要があると思われた。
- 万が一発生した場合の利用者やその家族との連携確認も課題。利用者側の意識や考え方も。
とりあえずまだ変更はないが来年以降必要に応じて変更する場合は変更したい。
